
 

  「小さな親切」運動スタート 
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 
学校だより            令和４年７月 

 

 

      

新宿区立戸山小学校 

 

 

 

低学年 生活科校外学習 
１・２年担任  

６月１４日に、１・２年生合同で、戸山公園箱根山

へ生活科校外学習に行ってきました。 

２年生はこの日のために、４月の学校探検での案内

から班での活動をリードし、当日の遊びの計画も進め

てきました。 

公園に着くと、計画していた鬼ごっこやボール遊

び、遊具、虫取りなど、様々な遊びで交流を楽しみま

した。思い切り遊んだ後は、山手線内にて一番標高が

高い人造の山である、「箱根山」に登りました。最後

はお待ちかねのお弁当の時間。子ども達はにこにこの

笑顔でした。 

２年生は、戸山小のお兄さんお姉さんとして、１年

生の名前や顔を覚え、整列や活動の際に優しく声をか

けている頼もしい姿がたくさん見られました。１年生

にとっては、初めての校外学習でした。自分の班を覚

え、ルールを守って活動することができました。この

交流や経験を、今後の学校生活にいかしていってほし

いと思います。 

保護者の皆様には、お弁当などの準備にご協力いた

だき、ありがとうございました。 

令和４年度運動会の様子 
初夏の暑い日差しのもと、運動会が行われました。今

年は各学年、短距離走と演技が行われました。

 
 

 

 
 

 

 

 

 

校 長 百合野 壽郎 

３年ぶりに、水泳指導が始まりました。本当はいけない

のですが、水に入った瞬間、子ども達も思わず歓声を出し

てしまうほど、楽しい時間を過ごしていました。１～３年

生にとっては、初めての水泳になります。感染症・熱中症

対策に気を付けながら、水泳指導の楽しさや喜びを、味わ

ってほしいと願っています。 

さて、６月１３日の朝会で、私は、全校児童に向けて、

以下の宣言をしました。それは、「小さな親切」運動をス

タートしようということです。 

５０年以上も前、ある学校で、校長先生が子ども達に向け

て、次のような言葉を話しました。  

「“小さな親切”を、勇気をもってやっていきましょう。

そしてそれが、やがては日本の社会の隅々までを埋めつく

し、親切というなだれの芽となるようにしていきましょ

う。」 

学校で学んだ様々な知識や経験を、ただ頭の中に百科事

典のように蓄えておくだけでは立派な社会人にはなれませ

ん。その知識を世の中の生活の中に生かしていくには、やろ

うとすれば誰でもできる“小さな親切”を絶えず行っていく

ことが大切です。“小さな親切”はバラバラな知識を、お互

いに結び付ける接着剤の役目を果たすのです。」 

 一つ一つは、言われてみれば、当たり前のことなのです

が、コロナ禍、人と人とのコミュニケーションが希薄になる

中で、改めて自分自身がどうすれば、心豊かな生活や楽しい

学校生活を送れるかを考え直す、きっかけにしたいと思っ

ています。ご家庭や地域でもご協力いただければ幸いです。 

【スローガン】 

「できる親切はみんなでしよう、それが社会の習慣と 

なるように」  

【「小さな親切」八か条】 

1.あいさつをかならずしましょう 

2.はっきりした声で返事をしましょう 

3.他人からの親切を素直にうけ入れ、感謝の気持ちを 

伝えましょう。 

4.人から「ありがとう」といわれたら「どういたしま 

して」と言いましょう 

5.紙くずなどのごみをすてないようにしましょう 

6.電車やバスの中で、お年寄りや、赤ちゃんをだいたお 

かあさんを見かけたら、席をゆずりましょう。 

7.困っている人を見たら、手伝ってあげましょう 

8.他人のめいわくになることはやめましょう 

 

ちなみに【シンボルフラワー】であるコスモスの花言葉

は「まごころ」です。戸山小が「まごころ」あふれる学校

になるように願っています。（ちなみに無期限の予定で

す。） 

 

 

 

 

 

 

１年生の短距離走

５０ｍの様子です。 

１年生は初めての運

動会でとても緊張し

ました。 

 ６年生「笑顔のソ

ーラン２０２２～や

ってみよう～」です。

晴れやかな笑顔で達

成感を感じることが

できました。 


